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消化管の恒常性維持における

食物繊維の新たな役割に関する研究

食物繊維は、人の小腸（上部消化管）では分解されず、大腸に共生する腸内細菌によって代謝さ

れ、種々の生理効果を発揮することが知られている。しかしながら、消化管炎症における食物繊維

摂取の役割はいまだ不明な点が多く、さらに食物繊維自体がどのように消化管機能に影響するか

はほとんど知られていない。本研究では、食物繊維の腸内細菌代謝物である短鎖脂肪酸および

食物繊維そのものが、異なる機構により消化管の炎症を軽減し、消化管の恒常性維持に寄与して

いることを明らかにした。
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